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【ニホングリ】
9～10月が旬の秋の味覚。
日本の栗は甘めのものが多
く、水分も豊富で、ゆっくり加
熱することで良さが引き立ち
ます。本市では桑野町・福井
町等で生産されており、艶の
ある鬼皮と大きくしっかりとし
た実が特徴です。


